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佐藤武視＊

はじめに

1971年4月から，この地に勤務するようになり,19

81年3月まで県立金足農業高等学校必修クラブで生徒

たちと観察をしてきた。同年4月からは博物館勤務に

なった。この間，当地域は公園施設整備が進み，まわ

りは大きく変ってきている。ここで過去10年間の観察

結果をもとに，鳥類の飛来状況を報告する。

観察で，ラィンセンサスと定点観察をした。同年4月

以降は概ね筆者ひとりで公園周辺全域の調査のため，

毎月2回･木曜日または土曜日の午後に観察してきた。

博物館周辺は随時観察してきたが，識別には8倍の

双眼鏡と25～50倍望遠鏡を使用した。

調査結果

1．調査期間内に確認した鳥類の種名・渡り・生息

状況・主な観察結果について。

2．和名・学名とその配列は日本烏学会(編）・日本

鳥類目録改訂第5版1974に準じた。

3．渡りについては秋田県内を基準にして留鳥・漂

鳥・夏鳥・冬鳥・旅烏・迷烏の生態区分をした。確定

的でないものは（）を付した。

調査地の概要

当公園は秋田市の中心部から北へ約15km地点にあり

県立都市公園第1号として整備が進行している。

公園域は男潟と女潟で大半を占めている。男潟は湖

面域35.6/!αで農業用水に利用されてL､る。1980年頃ま

では初夏から晩秋までハス・ヒシ・コウホネなど浮葉

植物に被われていたが，現在は消滅状態である。女潟

は湖面域約2劃'αでヨシ・マコモなどが繁茂し，男潟の

取水に伴ない水が落ち，夏季には大半が低層湿原化す

る。

この潟は，植生上学術的価値が高↓､ものとされてい

る。なお，潟の東側は比高10m位の丘陵からなり，雑

木林である。しかし，環状道路や公園施設の整備が進

行中で，雑木林の伐採や土砂の掘削等によって，環境

は大きく変貌してきている。また，この公園の一画に

は県立博物館と林泉廻遊式日本庭園である水心苑があ

る。この二つの潟を中心にして県立小泉潟公園に指定

されている。なお，公園の西側には秋田県立金足農業

高等学校の校地が隣接している。

鳥類目録

カイツブリ科PODICIPITIDAE

1カイツブリPodicepsruficollis

留鳥毎年男潟で観察される。常に6月には巣立ち

びなをゑる。厳寒期・全面凍結する時期を除き生息

する烏種である。当地ではガニガモの方言で呼ぶ。

2ハジロカイツブリPodicepsnigricollis

冬鳥1978年11月22日・1979年11月21日・1984年11

月14日に冬羽の1羽を観察｡内陸の湖沼では珍しい。

くちばしが上に反り，他のカイツブリとの区別がつ

きやすい。あまり警戒しない。

3ミミカイツブリPodicepsauritus

冬鳥1976年12月1日男潟で初めて観察した。以後

1981年11月14日・1984年11月16日に冬羽の1羽を観

察している。県内への渡来は少ないと思われる。

調 査方法

1981年3月までは金足農業高校必修クラブ野鳥研究

の生徒諸君と月平均3回（水曜日。1回当り50分）の

*秋田県立博物館
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小泉潟公園周辺の鳥類

飛来しているo1983年1月10日女潟に2羽飛来し，

全面凍結した湖上に2月10日まで逗留し，近くの住

民からバン屑などの給餌をされたが，1羽は落鳥し

たそうである。残りの1羽は11日に飛び去った。

13コハクチョウCygnuscolumbiα九世S

冬鳥1979年3月3日女潟で3羽観察したが，うち

1羽は亜成鳥で首に赤リングをつけていた。数字の

読み取りはできなかった。

14マカモA九asplatyγhy〃c加s

冬鳥二つの潟が凍結する厳寒期を除いて9月から

翌年1月上旬までに毎年70～120羽は;飛来する。ヨシ

の繁茂している女潟に多い。

15カルカモA九aspoeciloγhyncha

留鳥周年観察され，繁殖もしている。例年，狩猟

期に入ると700羽を越す群になる｡1978年10月11日に

は男潟で123羽のうちアルビノ1羽を観察した。

16コガモA九αScγeccα

冬鳥最も早い時期に飛来する種類である。開水域

にいることが少なく，女潟のヨシの叢生するところ

を好む。毎年渡来する。

17ヨシガモAれasfalcata

冬鳥1976年11月17日・1978年9月13日・1979年9

月と11月・1980年11月15日に各雄1羽を観察。9月

は他のカモ類もエクリプスが多く，見落しがあるか

も知れない。

18ヒドリガモA伽a.spenelope

冬鳥1981年秋から急に数を増し,200羽前後が男潟

の湖央部に集まる。

19オナガガモA九asα“fα

冬鳥女潟の約30αの狭い開水域で毎年観察される。

渡来当初の9月は大部分エクリプス状態である。

20ハシビロカモA冗asclypeata

冬鳥1982年10月2日女潟でエクリプス8羽,1985

年4月18日に1982年と同じく水域で6羽観察。

21ホシハジロAythyaferi九α

冬鳥毎年男潟に多く飛来し，カモ類の中では個体

数が多い烏種である。1980年11月5日750羽カウント

したのが最高である。

22キンクロハジロAyI的αん"gula

冬鳥毎年のように男潟湖央部の広い開水域に飛来

する。

4カンムリカイツプリPodicepscristα”s

冬鳥1976年11月6日男潟で初記録後，1977年と19

78年11月1日には3羽・1980年3月12日・1981年11

月14日に各1羽を観察している。従来，秋田県では

迷烏とされてきた鳥種である。

サギ科ARDEIDAE

5ヨシゴイ丘obrychussinensis

夏鳥女潟のヨシ原と潟向の水田を往復している。

毎年5月以降11月上旬まで2～4羽観察されるので

繁殖の可能性が強い。

6ゴイサギ恥cticoγα錘nycticorax

(漂烏）1984年4月10日博物館裏の杉林で8羽，同年

12月19日夕刻にも同じ場所で1羽の声を確認した。

7ササゴイB”oridesstriα地s

漂烏1985年7月7日男潟西側のクロマツの樹上で

激しく鳴く1羽を初記録，7月13日雌雄とみられる

2羽を同じ場所で観察。9月14日まで潟周辺で観察

された。

8ダイサギEgrettaa/6a

（漂烏）1979年9月15日・1980年5月14日の2回女潟

南部開水域の水辺で採餌を観察。県内への飛来は少

なし､烏種である．

9コサギEgre〃αgαγze比α

漂烏毎年l～2個体を観察する。8～9月の減水

期の男潟に現われる。

10アオサギArdeacinerea

漂烏毎年冬期間を除いて観察される。単独行動が

多いが，1980年10月29日は男潟に7羽飛来し4日間

逗留した。

１
１
１
１

ガンカモ科ANATIDAE

11ヒシクイAnseγん加庇s

冬鳥毎年春秋の渡りの時期に上空を通過すること

は多いが，湖面に降りることは少ない。1979年10月

19日3羽・1983年3月1日2羽，男潟小泉部落側湖

岸で観察したのみである。

12オオハクチョウCygnuscygnus

冬鳥1976年1月3日女潟に6羽，同年3月・12月

に各3羽女潟で確認，以後1977年11月に男潟で2羽

1979年12月17日女潟で9羽・1982年3月18日に8羽

－125－
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鳥した。23スズガモAythyamαγ〃α

冬鳥男潟・女潟ともに毎年観察される。年によっ

て渡来数に変動が多い鳥種である。

24ミコアイサMergusalbetlus

冬鳥1981年3月18日男潟に雌雄2羽,1984年11月

18日早2羽観察。

25カワアイサMergusmerganser

冬鳥1976年12月1日男潟で雌1羽，1985年11月17

日31羽観察。内水面を好む烏にしては当地では珍

しい烏種である。

キジ科PHASIANIDAE

33キジPhasianuscolchicus

留鳥当公園周辺の林内で下草の生育するところに

は必ず生息している。1984年2月16日には博物館会

議室ガラス窓を破り雄1羽が衝突死した。冬季は金

足農高農場での採餌が観察される。
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クイナ科RALLIDAE

34ヒクイナPorzα犯αんScα

夏烏毎年男潟最北部行塚の水田・女潟南西部の水

田と休耕田で観察される。

35バンGα〃加ujaC〃oγ0P世S

夏烏1980年頃までは男潟・女潟ともに2～6羽が

5～11月まで毎年観察されたが，この頃を境に男潟

ではほとんど観察されない。

36オオバンF弛庇cα“γα

漂烏毎年両潟で観察される。湖面が凍結しない限

り，いつでも生息している。最多記録は1979年11月

21日男潟の130羽である。女潟では繁殖を確認してい

る。

ワシタカ科ACCIPITRIDAE

26ミサゴPandion“〃αems

漂烏1985年4月26日水心苑上空で初めて確認して

以来，7月は観察の都度，男潟の上空を飛んでいた。

10月11日以降は観察していない6

27トビMiんusmigγα流s

留鳥個体数は10羽以下で少ないが，1年を通じて

観察される。1982年には男潟北西部のクロマツ林で

3巣が育すうしていた。なわばり意識は少なかった。

28オオワシHα〃αeetuspalagicus

（迷烏）．･冬鳥1978年1月17日，この日は全国一斉

ガンカモ類調査日で猛吹雪だった。男潟は80％近く

凍結していた。その永雪上に1羽観察したが，数分

してハシブトガラスに追い立てられ北西方向へ飛び

去った。

29ｵｵﾀｶAce如施ergen""S

漂烏1984年11月18日博物館主催の探鳥会で男潟行

塚部落のマツの梢に2羽観察。眼下にいるカモの群

を狙っていたようである。

30ハイタカAccipiteγ郡s似s

漂烏オオタカを観察した同日，女潟東部の雑木林

で1羽観察。

31ノスリButeobuteo

留鳥1978年，1979年，1981年，1984年，1985年の

1～2月に女潟上空からえさを探す姿が見られた。

チドリ科CHARADRIIDAE

37コチドリC“γαdγ"sdubius

夏烏1977年6月2日逢の橋そばの干潟に3羽（う

ち1羽はふ化間もない幼烏)｡1980年6月25日女潟で

1羽，1985年6月21日小泉部落墓地の下の干潟に2

羽。女潟の干潟は環状道路完成後は消滅した。

38ケリMicrosαγCoPS唖冗gγguS

夏烏1978年5月23日金足農高実習田に2羽飛来。

1984年3月12日男潟西側の砂場に1羽。ハシブトガ

ラスを盛んに攻撃していた。

シギ科SCOLOPACIDAE

39タシギGα〃"αgogα〃航ago

冬鳥1978年4月28日金足農高果樹園で翼骨折の1

羽を収容・初記録である。ハヤブサ科FALCONIDAE

32ハヤブサFalcoperegrinus

留鳥毎年冬に観察する機会が多い。1978年9月12

日には金足農高実習職員室の窓に衝突し，回復後放

カモメ科LARIDAE

40ユリカモメLαγusridi加冗dus
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冬鳥1985年10月11日男潟で3羽。当地初記録であ

る。

41コアジサシSteγ刀aaIbiirons

夏烏1978年6月6日男潟に1羽。1979年9月5日

男潟に6羽。1985年6月と7月7日～13日まで男潟

に3羽滞在した。

ハト科COLUMBIDAE

42キジバトStreptope〃αorientα〃s

留鳥最もふつうに毎年，1年を通じて観察される。

巣立ちびなを観察してし､るが，公園内での繁殖は確

認していない。

ホトトギス科CUCULIDAE

43ジュウイチCuculusんgQ韓

夏烏1985年5月18日女潟サイクリング道路の雑木

林で鳴く1羽を確認。当地初記録である。

44カッコウCuculuscanorus

夏鳥毎年5月中旬に渡来し，男潟の西岸で観察さ

れる。この地域はオオヨシキリとモズが営巣してい

るので仮親探しのためと思われる。

45ツツドリCuculussα”γα”s

夏烏1980年6月5日金足農高陸上競技場北側クロ

マツ林で唯鳴する1羽を確認。当地初記録である。

46ﾎﾄﾄｷ゙ ｽCuculuspoliocephalus

夏烏1981年5月2日博物館裏山で雄の声を聞く。

1982年4月28日公園管理事務所横のスギ林で雄1羽

の庵鳴を聞く。

フクロウ科STRIGIDAE

47フクロウSt7な血γαtensis

留鳥1983年5月2日博物館裏のスギ林で確認後19

84年9月，1985年6月にいつも同じ場所で観察した。

1984年にはペリットを採集した。

アマツバメ科APODIDAE

48ハリオアマツバメC地g血γαcoudacuta

夏烏1976年8月18日男潟上空から博物館上空にか

けて12羽。この日，最高気温29℃になった日で湖上

の上昇気流にのった昆虫を採餌しているかのような

状態であった。1985年7月17日博物館上空に4羽。

49アマツバメApuspacificus

夏烏1981年5月18日夕刻約10分間博物館上空をせ

ん回する42羽を観察。

カワセミ科ALCEDINIDAE

50カワセミAlcedoa城his

留鳥1976年7月28日逢の橋たもとでダイビングす

る1羽。1982年3月25日博物館前の女潟で雄1羽。

同年9月7日には博物館ベランダに雄1羽衝突死が

あった。

キツツキ科PICIDAE

51アオケラPicusawokerα

（漂烏）1978年1月4日男潟西側マツ林に1羽。1981

年3月4日と11月14日男潟西部ニーセアカシア林で1

羽づつ。1982年4月28日水心苑前フジ棚で1羽を観

察。

52アカケラDendrocoposmajor

（留鳥）毎年観察されるが，1984年．1985年は雌だけ

の観察に終った（各1羽づつ)。

ツバメ科HIRUNDINIDAE

53ショウドウツバメRipαγjαγipa7jα

旅烏1978年5月23日男潟水面上で22羽初観察して

以後，両潟を通じて春4～5月の渡来期と秋の渡去

期の8～9月には30羽程度の群で観察されるように

なった。

54ツバメHir哩刀dorustica

夏鳥毎年4月から9月まで観察される。この間，

金足農高畜舎では営巣し，巣立っている。

55コシアカツバメHirundodα私γica

夏烏県内でも海岸部では観察例の多い鳥種である。

本調査地では1982年5月22日女潟のヨシ原上をとぶ

1羽を初めて記録した。

56イワツバメDelic九O7z江γ仇cα

夏烏1976年4月18日女潟上空をとぶ1羽。当地で

初記録後，同年8月25日金足農高実習田で幼烏1羽

を生徒が拾得した。

セキレイ科MOTACILLIDAE

57キセキレイMolaci〃αcmeγea
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ミソサザイ科TROGLODYTIDAE

67ミソサザイTroglodytestroglodytes

漂烏当地では毎年1～3月にかけて逢の橋付近と

男潟東部マツ林の草薮内で観察されるが個体数は少

なく，2～3羽である。水心苑前サイクリング道路

入口付近にも毎年出現する。

留鳥1978年9月13日男潟鳴崎公民館下の水場に1

羽。1985年11月17日水心苑芝生で1羽観察。本調査

地では飛来の少ない烏種のひとつである。

58ハクセキレイMotaci〃ααIba

留鳥当地では最もふつうのセキレイである。通年

観察され，博物館屋上で繁殖もした。

59セグロセキレイMotaci〃αgγαndis

留鳥1978年1月18日，男潟は珍しく凍結しない水

域が約半分で，その氷と水の境で採餌する1羽を観

察。1982年10月2日水心苑前菖蒲園で8羽を観察。

60ビンズイA河#伽sんodgsoni

漂烏1980年5月10日渡り途中と見られる1羽を女

潟畔の公園のあるクロマツの枝上に観察する。
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ヒタキ科MUSCICAPIDAE

68ｺﾏドﾘEγ〃hacusa肋ん宅e

夏烏1979年10月28日南下途中とみられる雄1羽が

金足農高牛舎の窓に衝突死していた。当地初記録で

ある。

69ジョウビタキP加emcu7uSauγoγe秘s

冬鳥1974年4月19日金足農高果樹園で初記録以後

観察の機会がなかったが，1985年4月13日梅林園で

雄1羽を観察した。

70ノビタキSaxicolaオoγ9江atα

旅烏秋田湾の海岸沿いの草地や砂防林では春秋の

渡りの季節に観察される烏種である。海岸から離れ

ている金足農高実習田の稲刈り間近い水稲の穂拝に

止る冬羽の1羽が1980年9月27日に観察された。

71トラツグミ7iLγ"血sdauma

漂烏1980年10月17日金足農高校舎で1羽,1981年

8月23日，1983年9月12日博物館で各1羽。3例と

も建物の窓カラスに衝突死であった。当公園周辺は

渡りのコースの一部とみられる。

72クロツグミ弧jγu血Scαγdis

夏烏1984年4月23日,1985年4月22日，両日とも

に博物館裏山で雄1羽の嘩鳴を聞く。

73シロハラTuγ"duspa〃j血s

冬鳥1977年10月21日金足農高定時制職員室(2階）

南側ベランダガラス窓で衝突死が記録されてから毎

年10月すぎから渡来し，越冬を観察するようになっ

た。

74ツグミTuγ哩血s7zauma7zm

冬鳥毎年2月以降5月下旬まで観察されるが，.特

に5月中・下旬は博物館周囲の芝生に10～20羽の群

での採餌が目立つ。

75ｳグｲｽCettiadiphone

漂烏毎年4月下旬から本調査地周辺では嘱鳴を聞

くが，6月中旬から10月中旬まで鳴き声，姿とも観

‐
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉヒヨドリ科PYCNONOTIDAE

61ヒヨドリ的psipetesamα似γoｵzS

留鳥一部（漂烏）毎年々間を通じて観察される。10

月以降50羽前後の群で南下するのが観察される。
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Ｉ
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１
１
‐

モズ科LANIIDAE

62ﾁゴﾓズLα冗如st宅γ加江s

夏烏1978年6月14日男潟畔の旧金足農高水田跡の

ヤナギの枝上で雄1羽を観察，当地初記録である。

63ﾓズLα加泌sbucephαﾉus.

（留鳥）通年観察される烏であり，繁殖も確認してL，

る。特に1978年6月29日には金足農高果樹園の洋梨

の棚上の枝に営巣し，農薬散布時など心配したが，

3羽巣立った。

64アカモズLα冗加Sc”stα”s

夏烏1984年5月25日博物館前庭サルスベリの枝

上で初記録。27日夕刻まで滞在した。
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レンジャク科BOMBYCILLIDAE

65キレンジャクBombyci〃αgαγγulus

冬鳥1975年1～3月にかけて当公園域のほか市街

地でも目撃した年である。1982年3月16日4羽がヒ

レンジャク6羽との群で博物館前の植え込みのタマ

ツケの果実を採餌していた。

66ヒレンジャクBombyci〃αjaponica

冬鳥キレンジャクと混群で1982年3月16～17日ま

で博物館周辺で観察された。
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夏烏1985年7月24日博物館管理棟西側の-マツ林で

雄のさえずり2回を聞く。当地初記録である。

察することがない。この間は近くの山地等へ移動し

繁殖しているとみられる。

76ｺﾖｼキリAcrocephαんsbistrigiceps

夏烏1976年7月・1979年5月・1982年5月．1983

年5月，女潟のヨシ群落で雄1羽のさえずりを観察

しているが営巣の有無は未確認である。

77オオヨシキリAcrocep九α此sαγ也冗dmac“s

夏鳥小泉潟公園内のヨシ原には毎年5月に飛来し

営巣している。今までの雄個体の最高は1980年6月

25日調査で14羽であった。

78メボソムシクイPhylloscopusboreα〃s

夏烏1977年9月2日金足農高校舎窓ガラスに1羽

衝突死したのをはじめ，この年は10月上旬までに3

衝死体を拾得。1982年5月31日博物館裏山で渡り途

上の2羽の庵鳴を聞く。同年9月7日と18日には1

個体づつ博物館ベランダの窓ガラスに衝突死してい

た。

79センダイムシクイPhylloscopusoccipitα〃s

夏鳥1976年8月26日金足農高校舎窓ガラスに衝突

した1羽（回復後放鳥）が初記録であったが，1984

年8月24日博物館ベランダ窓ガラスに衝突死したも

のと1985年5月15日朝博物館裏の林で雄1羽のさえ

ずりを聞いた。

80キクイタダキRegulusreg拠加s

漂烏当公園域はクロマツ・アカマ,ツの樹木が多く

毎年11月以降翌年4月頃までカラ類との混群で観察

する機会が多い。

81セッカCisticola皿仰cidis

夏鳥1976年7月28日雄雌2羽が逢の橋近くのヨシ

の中を移動しているのを8月25日まで観察したが，

営巣の確認は得られなかった。

82オオルリCyanoptilacyanomela泥α

夏烏1983年5月1日,1985年5月11日女潟南側造

成地のホオノキの樹上でさえずる1羽を観察。繁殖

地へ向う途中とみられる個体であった。

83コサメビタキMuscicapaIα〃γos2γLs

夏烏毎年5月に渡来する。男潟東部のマツ林と水

心苑裏の雑木林等で観察される。1980年5月巣材を

運ぶところを観察したが，繁殖の確認はできなかっ

た。

84ｻﾝｺｳﾁｮｳTerpsiphoneatrocaudata

|‘
I,

I

エナガ科AEGITHALIDAE

85エナガAegithaloscaudα“s

留鳥毎年カラ類と混群で観察することが多い。晩

秋から冬季にかけて館周辺での目撃回数は多くなる。

シジュウカラ科PARIDAE

86コガラPαγ似Sm,o九tα刀us

留鳥毎年観察されるが，大部分は11月から翌年2

月頃までである。他のカラ類やキクイタダキ・エナ

ガなどとの混群で観察されるが，群の中で最も個体

数は少ない。

87ヒガラPαγusate7

留鳥シジュウカラとの混群で観察することが多い。

夏季に当地で観察した記録はないが，他の季節には

必ず観察される烏種である。

88ヤーマガラPαγusかαγ池s

留鳥1年を通じて観察される。他のカラ類と混群

のこともあるが，単独行動の方が多い。潟向のソメ

イヨシノの樹洞に営巣したことがあるが，人的妨害

により巣立たなかった例がある。博物館の周囲には

エゴノキが多く，硬実を啄食したり，運び去るのが

観察される。

89シジュウカラPa7uSm町oγ

留鳥年間を通じ最も観察の機会が多い烏種のひと

つである。博物館周辺ではマツ林等での採餌コース

が決っているかのように規則的である。繁殖をして

いる。

‐
Ｉ

メジロ科ZOSTEROPIDAE

90メジロZosteropsjaponica

漂烏毎年冬季間を除いて観察される。特に4月下

旬は群として観察することが多し､。ソメイヨシノの

植栽が多い金足農高校地は蜜吸いに集まる群でにぎ

わう季節である。

ホオージロ科EMBERIZIDAE

91ホオジロEmberizacioides

留鳥当地の3～6月はソングポストに樹頂を占有
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し，嘱鳴するのが目立つ。女潟周辺の梢がポイント

であったが，環状道路が開通してからは個体数が減

少したように思われる。

92ｶｼﾗﾀﾞｶEmberizarustica

冬鳥毎年11月頃から公園域の疎林や潟畔のヨシ原

に10羽内外の小群で観察される。

93ｱｵ､ジEmberizaspodocephala

漂烏1981年5月2日博物館裏山で3羽。1982年5

月17日と1984年5月19日1羽づつが博物館ベランダ

窓ガラスに衝突。回復後放鳥した。

100ｲｶﾙEopho河apersonata

漂烏本調査地内での観察例は多くない。1980年4

月30日逢の橋東側のアカマッ上でさえずる雄1羽を

観察したのが初記録である。のち同年5月30日農高

校舎前のスズカケノキで雄1羽が嘩鳴。6月5日は

農高ガラス温室上空を鳴きながら飛ぶ2羽を観察。

101シメCoccothγαustescoccot九γαu“es

冬鳥1978年1月24日農高畜舎上空を男潟方向に飛

ぶ16羽を初めて観察した。のち毎年数羽程度飛来し

ている。博物館周囲の芝生には雪消えとともに採餌

行動が盛んになる。（今までの最終認日1984年5月

9日である）
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アトリ科FRINGILLIDAE

94アトリFγ"Si〃αmontifringi〃α

冬鳥1978年2月14日金足農高ラグビー場の雪の上

に出ているヒメムカシヨモギの種実やキンエノコロ

グサの実などを20羽近い群が啄んでいた。その後は

1981年3月4日逢の橋たもとでノイバラの実を啄食

する1羽。1984年2月26日博物館管理棟西側のツツ

ジの植え込みに2羽。同月28日菖蒲園で18羽を観察。

年により渡来数に差がある烏種である。

95カワラヒワCaγd似elissinica

留鳥年間を通じて最もふつうに観察される烏の一

つである。クロマツ・落葉松などの枝上に皿巣をつ

くっている。晩秋から冬季にかけて10～20羽の小群

で移動している。

･96マヒワCQγd秘elisspinus

冬鳥1974年頃までは金足農高の圃場やマツ林に10

羽前後を毎年観察していたが，この10年間では農高

林庭圃場で3羽を観察しただけである。

97ベニヒワAcα〃thisflammea

冬鳥1978年2月14日と17日に農高林庭圃場垣根で

1羽づつ観察。この年の冬は市街地でも目撃回数が

多かった。

98ベニマシコUγαgussibiricus

冬鳥1976年4月28日金足農高果樹園内で1羽を観

察。1978年2月14日農高陸上競技場北側のマツ林に

2羽。渡来個体の少ない烏種である。

99ウソP"γγ地jα”γγ伽Iα

漂鳥金足農高前庭には樹齢60年余のソメイヨシノ

の並木がある。毎年2月中旬あたりから，多い年で

20羽前後の群で飛来する。

１
１
‐
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ハタオリドリ科PLOCEIDAE

102スズメPassermontanus

留鳥調査地では最もふつうの烏の一つであり，毎

年，建造物のすきまを利用し繁殖している。
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ムクドリ科STURNIDAE

103ｺﾑｸドﾘS地γ児usphilippensis

夏烏金足農高果樹園内のアキニレの樹洞では1976

年より前から営巣し巣立っている。しかし，1977年

6月2日2羽巣立ち後は当地での繁殖は確認されて

L､ない。一時的飛来の記録では1980年5月7日女潟

で約50羽。同月10日30羽。1981年5月2日博物館前

芝生で7羽。1984年5月5日逢の橋たもとで2羽を

観察。

104ムクドリSturnuscineγaceus

留鳥一部(漂烏）通年生息しており，個体数でも他

種を圧倒している。1977年8月30日には金足農高果

樹園上の送電線に1000羽を越す大群が観察された。

8月から9月にかけて果樹園のブドウ・ナシなどに

集まるためである。

カラス科CORVIDAE

105カケスGαγγu/usglα〃dαγ皿s

留鳥当公園周辺では通年観察される烏種である。

群ることはなく，ほとんど単独行動である。個体数

も少ない。

106ハシポソガラスConﾉusCoγoγze

留鳥毎年一年を通じて観察される。男潟周辺のマ
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ツ林では毎年1～2巣は巣立っている。

晩秋から冬季にかけては30羽内外の群で結氷した女

潟で餌を探す光景がみられる。

107ハシプトカラスCorvus7"αcγorhyncんCs

留鳥ハシポソガラス同様周年目撃する。群をつく

ることは，あまりない。本調査地西側を国道7号線

が縦貫し，イヌ・ネコの交通事故死体が多いが，こ

れを採っているのは本種が多かった。

まとめ

1本調査地における1985年12月までの通算10年間で

は32科107種を記録した｡なお渡りの区分別では留鳥

27種・漂鳥19種・夏烏28種・冬烏30種・旅烏2種・

迷烏1種の結果を得た。

2）当公園周辺域で繁殖を確認した烏種は留鳥のカイ

ツブリ・カルガ．モ・トビ・キジ・ハクセキレイ・ヒ

ヨドリ・モズ・ヤマガラ・シジュウカラ・カワラヒ

ワ・ススメ・ムクドリ・ハシボソガラスの13種，夏

烏のコチドリ・カッコウ・ツバメ・オオヨシキリ・

コムクドリの5種，漂鳥のオオーバン1種，合計19種

が営巣し，巣立ちしている。

3）環状道路が敷設された現在，女潟の植生維持のた

めに，水位・水系の確保がきわめて重要である。

文献

日本烏学会（編）日本鳥類目録改訂第5版・l974

秋田県環境保健部自然保護課秋田県鳥類分布調査（6）

西出隆・1977秋田の野鳥無明舎

環境庁秋田県現存植生図昭和58～61年度調査版

秋田自然史研究会．1974秋田市金足女潟の植生

図版1

1.1978年7月の男潟，西岸から鳩崎方向をみる

2．1978年7月の男潟は湖央部まで浮葉植物が生育していた

3．1983年1月・女潟環状道路の建設が進む

4．1985年7月・女潟は環状道路完成後ヨシ群落が増加してきた

5.1985年7月の女潟東側丘陵は造成工事のため，林木の伐採・火入れで環境は変ってきた

6．1985年12月の女潟・潟向から博物館方向を望む

図版2

①カンムリカイツブリ・手前5羽オオバン男潟1976．11．6②オオハクチョウ女潟1982．3．20

③コハクチョウ・左標識烏女潟1979-3-3④カルガモ博物館屋上1984．5．4⑤ホシハジロ

男潟1985-11-18⑥オオワシ男潟1978．1．17⑦キジ女潟1985-5-11③コアジサシ

男潟1978．6．6

図版3

①ツバメ金足農高畜舎1976．6．16②ハクセキレイ菖蒲園1985．4．30③ビンズイ女潟

1980．5．10④アカモズ博物館前1984-5-25⑤ヒレンジャクとキレンジャク博物館前1982．

3．25⑥ツグミ菖蒲園前1985．4-11⑦キクイタダキ金足農高前庭1976-11-19⑧コサメ

ビタキ男潟1980．5．7

図版4

①エナガ博物館裏山1984．9．20②ヒガラ女潟1973-2-14③ヤマガラ女潟1981-1-

14④メジロ金足農高前庭1979．4．28⑤アオジ博物館1982．5．17⑥ウソ金足農高前庭

1978．2．23⑦ベニマシコ金足農高果樹園1976．4．28③ムクドリの群金足農高果樹園1977。

8．30
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小泉潟公園周辺の鳥類

図版2
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小泉潟公園周辺の烏類

図版4
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